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会   議   録 

会議名 令和４年度第３回相模原市障害者自立支援協議会全体会議 

事務局 

（担当課） 

社会福祉法人相模原市社会福祉事業団 

電話 ０４２－７５８－２１２１ 

開催日時 令和５年３月３日（金）午前１０時から午後０時２０分まで 

開催場所 
障害者支援センター松が丘園 ３階 研修室１・２ 

（一部の委員については、ウェブ上から参加） 

出 

席 

者 

委 員 出席 １４人  欠席 ６人 

その他 

８人 各部会長  ３人 

福祉基盤課 ３人 

実習生   ２人 

事務局 
７人 高齢・障害者福祉課 ２人 

   社会福祉事業団   ５人 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 １名 

公開不可・一

部不可の場合

は、その理由 

 

 

 

会議次第 

１ 開 会 

２ 議 事 

（１）重点目標の進捗状況について 

（２）各部会の活動について 

（３）パンフレットの作成について 

（４）中央障害者相談支援キーステーション設置検討ワーキング検 

討内容報告書について 

（５）日中サービス支援型共同生活援助評価ワーキングについて 

（６）医療的ケア児等支援地域協議会について 

（７）共にささえあい生きる社会さがみはら障害者プランについて 

（８）今年度の振返りとこれからの活動について 

（９）その他 

 ３ 事務連絡 

（１） 次回開催について 

（２）きょうぎかい第２号の発行について 

 （３）その他 

４ 閉 会 
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令和４年度第３回相模原市障害者自立支援協会委員名簿及び出欠状況 

№ 区 分 所属・職 氏 名 出欠 

１ 

障害者等関係団体 

相模原市障害福祉事業所協会 会長 

（くりのみ学園 園長） 今井
い ま い

 康
やす

雅
のり

 出 

２ 
相模原市障害福祉事業所協会 代表総務 

（ワークショップ・フレンド施設長） 矢嶋
や じ ま

 正貴
ま さ き

 出 

３ 
相模原市障害福祉事業所協会 総務 

（やまびこ工房 施設長） 西村
にしむら

 三郎
さぶろう

 出 

４ 相模原市障害者地域作業所等連絡協議会 会長 前澤
まえざわ

 陽一
よういち

 出 

５ (福)相模原市社会福祉協議会 南区事務所長 阿部
あ べ

 幸夫
ゆ き お

 欠 

６ 相模原市民生委員児童委員協議会 常任理事 北川
きたがわ

 春
はる

惠
え

 欠 

７ 

指定相談支援事業者 

橋本障害者地域活動支援センター 

ぷらすかわせみ 施設長 中谷
なかたに

 正代
ま さ よ

 出 

８ 
こども相談支援リボン 所長 

（ＮＰＯ法人ワンダートンネル 理事長） 千
ち

谷
や

 史子
ふ み こ

 出 

９ 

障害者等及び 

その家族 

（特非）相模原市障害児者福祉団体連絡協議会 

副会長 羽田
は ね だ

 彌
ひさし

 出 

10 
（特非）相模原市障害児者福祉団体連絡協議会  

理事 片岡
かたおか

 加代子
か よ こ

 欠 

11 
（特非）相模原市障害児者福祉団体連絡協議会  

理事 松原
まつばら

 充子
み ち こ

 欠 

12 保健・医療関係者 

相模原市医療ソーシャルワーカーの会 

(北里大学病院トータルサポートセンター 

ソーシャルワーカー) 
提中
だいなか

 拓
たく

 出 

13 

教育関係機関の職員 

神奈川県立相模原中央支援学校 

支援連携グループ 部長 

猪刈
い か り

 弘
ひろし

 

（代理出席） 
出 

14 教育局学校教育部学校教育課長 松本
まつもと

 祥
よし

勝
かつ

 欠 

15 

関係行政機関の職員 

健康福祉局地域包括ケア推進部 

地域包括ケア推進課長 

川上
かわかみ

 淳史
あ つ し

 

（代理出席） 

原中
はらなか

 一親
かずちか

 

（代理出席） 

出 

 

出 

 

16 
健康福祉局地域包括ケア推進部 

高齢・障害者福祉課長 
加藤
か と う

 雄二
ゆ う じ

 

（代理出席） 
出 

17 
健康福祉局地域包括ケア推進部 

精神保健福祉課長 岩田
い わ た

 隆之
たかゆき

 出 

18 こども・若者未来局陽光園 所長 天野
あ ま の

 徹
とおる

 欠 

19 学識経験者 田園調布学園大学 教授 村井
む ら い

 祐一
ゆういち

 出 
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（各部会長の出欠状況） 

人材育成部会 県央福祉会 海老沢
え び さ わ

 祐次
ゆ う じ

 出 

権利擁護・虐待防止検討部会 高齢・障害者福祉課 羽場
は ば

 建
けん

護
ご

 欠 

中央区課題検討会 児童発達支援センター青い鳥 守屋
も り や

 久
ひさし

 出 

地域課題調整部会 

南区課題検討会 
南障害者地域活動支援センター 堀越

ほりこし

 恵美子
え み こ

 出 

 

審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。 

 

１ 開 会 

   村井会長より、開会の挨拶があった。 

 

 ２ 議 事 

 （１）重点目標の進捗状況について 

    事務局より、資料２に基づいて説明を行った後、意見交換を行った。 

 

    意見等は次のとおり。 

（村井会長） 

     資料２の１ページに【事業団ウェブページ上の成果物一覧】が記載されてい

るが、これらの成果物を活用し、その効果を検証した上で内容を更新してはど

うか。各成果物の使用方法が一緒に掲載されていると、活用しやすくなると考

えられる。また、今後新たに成果物が生まれた際には、順次ウェブページへ掲

載していく必要がある。また、資料２の２ページに「指定特定相談支援事業所

の不足により、計画相談支援の利用希望者が断られることも多い。」との記載

があるが、このことについて、指定特定相談支援事業所が不足しているのか、

相談支援専門員が不足しているのか、または何か受付ができない特別な事情

があるのか等、問題の本質を追求した上で、対応を検討していく必要があると

感じている。 

    （千谷委員） 

     小学校の通常級に上がる子どもの中で、配慮を必要とする子どもの数が、１

年間に産まれる子どもの１割を超えたと聞いた。このことについて、発達障害

者支援地域協議会の乳幼児期部会の中で情報交換を行ったところ、相模原公

共職業安定所から選出されている委員からも、「日々の業務で感じている支援

が必要な人の割合に近い」との話があった。配慮を必要とする子どもの全てが

障害児になるわけではないが、多くの子どもが困っている現状を鑑みると、必



 4 

要な相談支援専門員の数は絶対的に足りていないと思う。 

    （村井会長） 

     相談支援専門員については、１００件を超えるケースを１名で、かつ兼務で

担当することもあると聞いており、多くの相談支援専門員が困っているとい

う現状も明らかになってきた。今後、本協議会として、こうした課題に対して

質的及び量的な調査を行い、客観的な情報を示す必要があると考えている。 

    （今井副会長） 

     各部会等において、非常に重要な検討がされてきたと感じており、最終的に

はそれぞれの課題が一定の方向に集約されたと思う。今年度の各部会等の活

動において、相談支援専門員の困り事や悩みが表面に出てきたと感じている。

多くの相談支援専門員については、計画相談支援をこなすだけで精一杯であ

り、基本相談に対応する余裕がない状況である。現在、区毎に検討会を設けて

地域課題についての検討を行っているが、最終的には生活圏域で相談ができ

るような相談支援体制が必要ではないかと思う。 

    （村井会長） 

     資料１４の２ページに相模原市における相談支援体制が図で示されている

ため、この図を基にして、どの部分に過剰な負担が生じているのか、または課

題があるのかを整理できると良いと考えている。 

 

 （２）各部会の活動について 

各部会長等より報告があった後、意見交換を行った。 

 

   ア 権利擁護・虐待防止検討部会 

     西村副部会長より、資料４に沿って報告があった。 

 

     意見等は特になし。 

 

   イ 地域課題調整部会 

堀越部会長より、資料５及び資料６に沿って報告があった。 

      

     意見等は次のとおり。 

     （村井会長） 

      各部会等で作成された今年度の成果物について、後日改めて委員より意

見を収集させてもらいたいと考えている。 

   

   ウ 人材育成部会 

     海老沢部会長より、資料７及び資料８に沿って報告があった。 
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意見等は次のとおり。 

    （村井会長） 

     人材育成部会による「相談員オープンデスク」については、非常に新しく、

意欲的な取組だと感じているが、「グループスーパービジョン」との目的や対

象者の違い等を分かりやすくするため、資料８に図として示してはどうか。 

 

   エ 緑区課題検討会 

     中谷委員より、資料９に沿って報告があった。 

 

     意見等は特になし。 

 

   オ 中央区課題検討会 

     守屋部会長より、資料１０及び資料１１に沿って報告があった。 

 

補足説明は次のとおり。 

    （守屋部会長） 

資料１１については、検討会の中で改めて内容の検討を行う必要があるた 

め、本会議では案として報告させてもらう。 

 

     意見等は特になし。 

 

   カ 南区課題検討会 

     堀越部会長より、資料１２に沿って報告があった。 

 

     意見等は次のとおり。 

    （千谷委員） 

     令和２年度に南区課題検討会が作成した、「ふくしんとポコスン～福祉と他 

機関との連携事例集～」について、本協議会のウェブページにリンクする、Ｑ 

Ｒコードを掲載してはどうか。 

 

協議の結果、後日事務局が各委員に対して、今年度における各部会等で作成 

された成果物についての意見収集を行うこととなった。 

 

（３）パンフレットの作成について 

堀越部会長より、地域課題調整部会より立ち上げられたワーキンググループ 

を中心として、資料１３のとおり作成したという旨の説明があった。 

 

補足説明は次のとおり。 
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（事務局） 

資料１３については、カラーで印刷をして配布する想定で作成されたもので 

ある。記載されている内容については、今後必要に応じて変更を行う可能性があ 

るため、あらかじめ了承いただきたい。委員より承認されれば、成果物としてデ

ータを事業団のウェブページに掲載し、ダウンロードできるようにしたいと考

えている。完成後のパンフレットについては、本協議会の委員が他機関と連携を

行う際のツールとして活用してもらうことを想定しており、委員が所属してい

る事業所等のゴム印を押せる欄を裏面に設けている。 

 

    意見等は次のとおり。 

   （西村委員） 

本協議会の委員として選出されていなくても、全ての相談支援専門員や障害 

   福祉サービス事業者には本協議会の関係者として、パンフレットを配布しても 

   らえると良いと考えているが、配布する際のルールはあるのか。 

（事務局） 

    パンフレットについては、本協議会の委員が他機関と連携する際のツールと

して作成されたが、その活動が一般に浸透していないため、多くの人にパンフレ

ットを配布する必要があると感じる。配布する際のルールは、現時点では明確に

定まっていないが、配布を行う人としては、本協議会の委員や障害福祉サービス

事業者を想定しており、市民が自由に配布できるようにする想定はない。 

   （村井会長） 

    まずは、パンフレットを置いてある場所を増やしていく必要があると感じて

いる。また、民生委員児童委員や地区自治会連合会、地区社会福祉協議会、学校

関係等にも配布し、本協議会の活動を周知できると良いと思う。 

 

協議の結果、パンフレットの配布方法について一定のルールを設けた上で、民

生委員児童委員や地区自治会連合会、地区社会福祉協議会、学校関係等に積極的

に配布していく方向性が示された。 

 

（４）中央障害者相談支援キーステーション設置検討ワーキング検討内容報告書に 

ついて 

 村井会長より、資料１４に沿って報告があった。 

 

 補足説明は次のとおり。 

（高齢・障害者福祉課） 

 今年度、中央障害者相談支援キーステーションについて、庁内の会議体におい

て議論を行った結果、設置の必要性が認められたため、現在、市議会で審議中で

はあるが、令和５年度の当初予算案に事務室の整備費用、備品購入費等の経費を
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計上した。開設については令和６年度以降となるが、今後進捗があれば情報共有

をさせてもらう。 

 

 意見等は次のとおり。 

（村井会長） 

 中央区への障害者相談支援キーステーションの設置に向けた、非常に心強い 

報告であった。緑区及び南区については、既に障害者支援相談支援キーステーシ

ョンは設置されているが、今後は中央区を含めた、障害者相談支援キーステーシ

ョン全体を底上げしていく体制も求められる。 

 

（５）日中サービス支援型共同生活援助評価ワーキングについて 

   福祉基盤課より、資料２０に沿って報告があった。 

 

    意見等は次のとおり。 

   （村井会長） 

    私自身も委員として携わっているが、本ワーキングについては対面で実施し 

た方が良いと感じた。 

 

（６）医療的ケア児等支援地域協議会について 

   高齢・障害者福祉課より、資料１５に沿って報告があった。 

 

    意見等は特になし。 

 

（７）共にささえあい生きる社会さがみはら障害者プランについて 

   地域包括ケア推進課の川上氏より、資料１６に沿って報告があった。 

 

   意見等は次のとおり。 

  （村井会長） 

   昨今では、地域福祉計画がますます重要になってきているが、小圏域、中圏 

域、大圏域における課題を構造化して整理をしないと、共通した課題に関する議 

論ができず、住民の生活に密着したイメージの計画は策定できないと考えてい 

る。今回より、地域福祉計画の役割が増大し、各福祉計画に横ぐしを差して連携 

を図ることとなったため、総合的かつ上位の計画になったと感じている。資料１ 

６の６ページに「地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉、その 

他の福祉に関し、共通して取り組むべき事項」との記載あるが、いずれの分野に 

おいても共通する課題とは、相談体制や居場所づくり、人材育成等であると考え 

ており、地域共生社会の実現に向けて、これらの課題への取組を進めたい。 
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 （８）今年度の振返りとこれからの活動について 

    事務局より、資料１７に沿って報告を行った。 

 

意見等は次のとおり。 

（村井会長） 

先程も申し上げたが、今後の本協議会の活動において大切なことは、質的なデ 

   ータだけではなく、量的なデータもあわせて示していくことであり、双方のデー 

   タに基づいて取組を進めていくことが重要だと感じる。「深化」、「進化」、「新化」、 

「真価」をキーワードとして様々な視点を持ち、次年度の活動を行っていきた 

いと考えている。会議時間を超過しているため、追加で意見がある委員について 

は、後日事務局に申し出てもらいたい。 

 

 （９）その他 

    神奈川県立相模原中央支援学校の猪刈氏より、資料１８に沿って次のとおり 

報告があった。 

（猪刈氏） 

    資料１８については、令和４年度の特別支援学校・高等専修学校・インクルー 

シブ教育推進実践校における相模原市在住の在籍者数を表したものである。医 

療的ケアを要する人と重度心身障害の認定を受けている人を合わせて、毎年５ 

～８人が社会に出ていくことになるが、受け皿となれる進路先や短期入所等の 

社会資源が不足している状況であり、限られた事業所の努力により、卒業生の行 

き場所が確保されている状況である。今後もこのような状況が続くと事業所の 

努力だけでは、対応が困難になると感じている。このような現状について、様々 

な人に知ってもらいたいと考えている。 

 

意見等は次のとおり。 

（村井会長） 

 地域福祉計画等にも組込んでいくべき貴重な報告であったと感じている。 

 

３ 事務連絡 

 （１）次回開催について 

    事務局より、令和５年度第１回全体会議については、令和５年６月から７月の

間に開催される想定であることを連絡した。 

 

（２） きょうぎかい第２号の発行について 

事務局より、資料１９のとおり発行したことを連絡した。 

 

 （３）その他 
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    その他の事務連絡は特になし。 

 

４ 閉 会 

   中谷委員より、閉会の挨拶があった。 

 

以 上   

 


